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1.はじめに 泥炭とは，枯れた植物（ススキ、ヨシ等）が気候条件

や地形的条件により，未分解のまま長年にわたり堆積してできた

土であり，分解が進んだものを黒泥と呼ぶ。泥炭に関する研究は

福島県内ではあまり進められておらず，福島県内の泥炭に関する

データが少ないのが現状である。そこで本研究では、猪苗代湖周

辺域の2箇所について泥炭の物理・化学的性質と力学特性を調べ

た。力学特性を把握するために定ひずみ速度載荷圧密試験を実施

し，ひずみ速度の違いが圧密諸定数に及ぼす影響を調べた。さら

に，泥炭の堆積環境に起因する構造異方性が圧縮特性と透水係数

に及ぼす影響について考察した。  

2.実験概要 今回用いた試料のうち原地

区の試料は，約1年前に採取し，室内で

保管したものであり，乱した土の試料と

して使用した。また，A地点の試料はシ

ンウォールサンプラーにより採取したも

のである。それぞれの試料について，物

理的性質（含水比試験: JIS A 1203，土粒

子の密度試験: JIS A1202，ノギス法の湿

潤密度試験: JIS A 1225，液性・塑性限界

試験: JISA 1205）および，化学的性質（

強熱減量試験: JIS A1226，土懸濁液のpH

試験: JGS A 0211，水洗い法による分解

度試験）を調べた。また，定ひずみ速度

載荷圧密試験（ JIS A 1227）に使用する供試体は，以下の2方法で作製した。原地区泥炭は含水比1200%の

スラリー状とし，減圧脱気した後，30kPaで予圧密することで再構成試料を作製した。一方，A地点について

は乱さない試料を用いて試験を行った。圧密試験装置を図-2に示す。今回の実験では，原地区の試料を用い

てひずみ速度を0.01%/min，0.05%/minおよび0.1%/minとし，圧密諸量の比較を行い，ひずみ速度を決定した。

また，図-3のように鉛直方向（V）と水平方向（H）から切出したV試料およびH試料について，実験を行い，

堆積構造が異なる試料の圧縮特性と透水性を調べた。  

3.実験結果と考察 表-1に試料の物性値を示す。A地点の泥炭は原地区泥炭よりも強熱減量が高いことから繊

維質を多く含んでいる。 pHは，原地区泥炭は5.0，A地点泥炭は4.04であり，既住の泥炭のpHは5程度に近い

値を示した1)。また，分解度はA地区の方が低いが目視において，A地点の方が繊維質であったことが確認で

きた。次に，ひずみ速度を変化させた定ひずみ圧密試験結果の間隙比と圧密圧力の関係を図-4に示す。表-1

と図-4よりpcの値は，12~16kN/m2とほぼ等しくなり，圧縮指数（Cc）の結果も4.0で，同じ傾向を示した。よ

って，pcとCcは，ひずみ速度に関係なく同様の結果を得られることがわかる。図-5は間隙水圧比と圧縮ひずみ 
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（⊿ε）の関係を示す。間隙水

圧と軸圧縮圧力の比（間隙水圧

比）を比較すると0.01%/minで

最大値0.06，0.05%/minで最大

値0.28，0.1%/minで最大値0.35

となった。一方，間隙水圧比の

値が0.3以下で試験をすること

が望ましいとの見解がある3)。

よって，最大値0.3以下を示す

0.05%/minをひずみ速度に決定

した。次に，V試料とH試料の

圧縮特性と透水係数の構造異方

性の影響について考察する。図

-6は間隙比および透水係数と圧

密圧力の関係を示す。H試料で

は圧縮曲線は滑らかにならず，

繊維等の影響により凹凸のばら

つきがみられた。表-1および図

-6より原地区では，pcとCcは異方性が見られず，等方

的な圧縮特性を持つと考えられる。一方，A地点では，

CcはV試料で5.5，H試料で5.9となりH試料が若干では

あるが，圧縮性に富んでいるといえる2)。一方，透水

係数の異方性について図-7に示す。なお，上述の理由

より図-6でばらついた区間の値は除いている。ここで，

縦軸のkh / kvは，H試料の透水係数（kh）をV試料の透

水係数（kv）で正規化したものである。図-7より正規

圧密領域のkh / kvはA地点では圧密圧力とともに増加す

る傾向が見られる4)。また，原地区とA地点でkhはkvと

比較して概ね1.0～5倍程度透水性が良い。  

4.まとめ 原泥炭について定ひずみ速度載荷圧密試験

を行い，間隙水圧比の最大値に着目し，ひずみ速度を

0.05%/minに決定した。A地点泥炭は圧縮特性と透水係数で異

方性が確認された。また，正規圧密領域でkh / kvが最大で5.0倍

程度であった。一方，原泥炭（再構成試料）はA地点泥炭と比

べて等方的な構造になったため，圧縮特性の異方性は見られ

なかった。透水性については異方性が確認され，正規圧密領

域でkh / kvが最大で3.3倍程度となった。 
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表-1 試料の物性値 

図-4  ひずみ速度に 

おける圧密曲線  

図-5  間隙水圧比と  

圧縮ひずみの関係  

速度 w Li H ρt ρs pc wL wP
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3
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3
) (kN/m

2) (%) (%)

0.01 522.0 0.984 9.879 14

0.05 543.8 0.978 10.33 12
0.1 521.8 0.983 9.879 16
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図-6  V試料とH試料の圧密曲線と透水係数 
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図-7  V試料とH試料の透水異方性について 
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